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本日の内容

１）人文学研究コミュニティとリポジトリ
２）NDLにおけるIIIFの取組み 

• APIの実装 

•館内認知のポイント 

３）IIIFへの期待



リポジトリ（コンテンツの管理・公開機関）

研究者コミュニティ

研究資源 研究成果

1. 人文学研究者コミュニティとリポジトリ

 IIIF!  



リポジトリとして検討・・・

1. 自館サービスに IIIF API’sを実装するか 

2. 「誰に」「何を」「どのように」提供
するか （サービスの再設計）

3. 関連ソフトウェアの開発に関与するか



国立国会図書館デジタルコレクション（http://

dl.ndl.go.jp）

古典籍、図書、憲政資料、官報等の 

画像とメタデータ　　約53万点
解題・翻刻　　　　　約1900件 

インターネット公開中

２. NDLにおけるIIIFへの取組み

Image API! 
Presentation API!

Search API! 



リポジトリとして検討・・・

1. 自館サービスに IIIF API’sを実装するか 

2. 「誰に」「何を」「どのように」提供
するか（サービスの再設計）

3. 関連ソフトウェアの開発に関与するか
・なぜ、IIIFが取り組まれているか
・IIIFは、何をもたらすのか 

・NDLに関係あるのか　 館内認知



なぜ各国研究図書館がIIIFに取組んでいるか。

１. サイロ問題、開発の重複、利用者の不便の解消
２. デジタル化画像の研究利用促進

公費支出の説明責任、学部戦略、リポジトリの存続・・・

３. 国際共同研究における成果志向
人文学研究者のニーズへの対応

先行研究、蔵書に関する既知事項、
過去の目録等の事前共有

英国内の21のプロジェクトを 

対象にしたログ調査 

→３分の１は一度もアクセスがない。



情報行動研究
人文科学系研究者の特徴　（STEM分野との比較）
情報発見：　キーワード検索　＜　脚注、参考文献
資料種別：　電子ジャーナルが主　＜　あらゆる資料タイプ
資料年代：　最近５年以内が主　＜　古いものでも有用なものある
電子化仕様：読めればいい　＜　電子化仕様知りたい、原本情報知りたい、

誰がどのような方針で電子化したか知りたい
費用：　　　いいツールは買う　＜　できれば無料で

テキストデータの機械解析等を行なってきたデジタル人文学系研究者からは、 
これまでの成果を画像にリンクさせたいというニーズ。

「アノテーション（注釈）が、学術コミュニケーションの単位だ」
https://hypothes.is/annotating-all-knowledge/

https://hypothes.is/annotating-all-knowledge/


例えば… 
ライデン大学図書館
2000年～　人文学部と共同設置のスカリヘル研究所主
導で貴重資料の研究促進 

2003年～　教員と専門司書との共同研究・教育プロ
ジェクト開始 

2008年～　「情報計画」に依る専門司書をプロジェク
トマネジャーとする資料群ごとのデジタル化開始、資
料群レベルから個別資料レベルへ段階的情報公開拡大 

2011年～　ボードリアン、BL、プリンストン大、バチ
カン図書館との連携強化 

2016年～　IIIF-C に参加

奥田倫子. ライデン大学図書館特別コレクション室における研究促進とデジタル化. カレントアウェアネス. 2012, (311), CA1764, p. 7-11. http://current.ndl.go.jp/ca1764



IIIFは何をもたらすのか。
１）資料流通の＜正の循環＞と＜負の循環＞ 
正の循環：画像やそのメタデータが入手しやすい資料、関連情報が豊富に得
られる資料ほど、研究資源としてより多く、より深く、活用されるようにな
り、さらに多くの関連情報、より優れた研究成果が生まれる。
負の循環：その逆。

２）研究成果の共有・発表媒体や粒度の多様化



NDLに関係あるのか。
たぶん、「ある」。 
１）当館資料を＜正の循環＞の中に
入れていく方が、明らかに望ましい。
２）研究成果の共有・発表形態の変
化は注視する必要がある。

リポジトリ（コンテンツの管理・公開機関）

研究者コミュニティ

研究資源 研究成果



•よ

３. IIIFへの期待

７０年分の蓄積を、より入手しやすく、 
　　　　　　　　　　　　　　　使いやすく

画像・メタデータ

構造化されていない資料に関する知識

電子化されていない資料に関する知識

文書化されていない資料に関する知識

より豊かな情報資源へ 
みなさんと共に。

今年もデジタルライブラリー 
カフェやります！


